
1995 年「しんかい6500/ よこすか亅南部マリアナ

弧潜航および海上調査：成果の概要
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関根　真弓゛ 有吉 正幸“ 小寺　 透

｢しんかい6500/よこすか」によるマリアナ海域南部の調査が,1995年9月に行われた。主た

る目的は,1992‐93年に行われた調査に引き続いて,南部マリアナ弧の潜航調査と海上からの 

広域地球物理観測を行い,この島弧海溝系の地質構造とそのテクトニクスの研究を進めることである。

4回の潜航調査と海上地球物理観測により,以下の研究成果が得られた(1)グアム島の東方にあるマ

リアナ前弧の“チャモロ海山”に対する初めての潜航調査を行い,蛇紋岩海山であることを確認し,そ

の頂上でチューブワームやバクテリアマットがついた炭酸塩チムニー の資料を採取した。 (2)チ

ャレンジャー海淵の東部陸側斜面を横断する潜航調査において,岩石採取と海底重力測定を行い,モホ

面直下の深部構造が海底に露出していることを確認した。 (3)マリアナ海溝に伴う島弧火山活動は

これまではグアムの西までしか確認されておらず,南 部における斜め沈み込みがその原因と考えられ

ていた。しかし今回の広域地球物理観測により,その島弧火山活動はさらに西方に伸びていることが明

らかになった。
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Mariana  Arc  proceeding  with  the  results carried out  in 1992-93. The  following  prelimi-

nary  results have  been  obtained  through  four  diving  surveys  and  surface  geophysical

mapping.  (1)  Two  diving  surveys  to "Chamorro  Seamount".  a forearc sea mount  east of

Guam  Island, revealed  that  it is a  serpentinite  seamount.  A  fragment  of carbonate

chimney  was  sampled  on  the  top. Tube  warms  and  bacteria  mac  were  found  in the

sample.  (2)  Rock  sampling  and  sea floor gravimetry  wore  carried out  on  the landward

slope  of the Eastern  Cliallenger Deep.  The  results show  tltat deep  structure  just beneath

the  Moho  is exposed  there  on  the  scaftoor. {3)  H  was  thought  that  the arc volcanlsm

a&sodated  with  the Mariana  Trench  terminated  at the  west  of Guam,  presumably  duo  to

oblique  subduction  at  the  southernmost  Mariana  Trench.  However,  results  of  the

surface  geophysical  survey  show  that the arc volcanism  is stretching westward  beyond

the  west  of Guam.
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１．は じ め に

1995 年９月に行われた 「よこすか」 の1995 年度第６

航海の第１レグにおいて「しんかい6500/ よこすか」に

よるマ リア ナ海峨|匐部の調査か行われた（図1 ）。「よこ

すか」は８月29 日 に横 須賀の海洋科学科 学技術 セ ン

ター岸壁を出 発し，グァ ムで６名の乗船研究 者が乗船

し， 地球勧理観測システ ムを･Q:ち上げ，９月 ５日にアプ

ラ港を出港した。今回の調轟の目的は｡1992-93 年にｒし

んかい65eo/ よこすか」 により行われた闖査に引き続い

て，マりアナ島弧洵渦系の|恥部の汨航調杳と海上からの

広域地球物FI!観測を行い，この沈み込み帯の地質構造と

そのテクトニクスの嗔究を進めることである。 主たる調

査内容は，|恒衂マリアナ1詞弧の蛇紋岩ｉ 山であるIトチ ャ

モロ淘ljl’に対する初めての潜航調杳と，睦側海泌斜面

に露山していると考えられる地殻深制およぴ上部マ ント

ルの構造にIMIする潜航調在，および，海 上からの地球物

理観測である。以上の調査観測を終了し，「よこ すか」は

9 J】 16Hにパラオのコロ ールに入港した。

２．南部マリアナ前弧のチャモロ海山における

炭酸塩チムニーの探取

マりアナj肓弧には蛇紋岩洵|||が|刺北に連な っており，

199り19 こは北 部 （j9-20 °Ｎ） の コニ カル海||』お よび

･ ヅクマンfell Iの潜航凋査がIliわれ（M11 ）｡炭酸坦チム

ニーが観察されている（藤|凋ほか，1994）。|刺部マりフナ

弧では北部に比べるとその数は少ないが， グアムの朿」ﾋ

東に蛇紋岩ftilllと考えられる３つの小さな海|||がある。

･ヽ リイ人乍でlよ，j981 年にlj レ･。ジによりその 】つの洵

ｊ９

山 から蛇紋 岩 と炭 酸塩 チ ムニ ーの破片 を採集 してお り，

その後， 音波探 衣に より最 も活動 的な 海山を判ll 』してい

る。 本航 海 ではﾉ ヽワイ大 学 の調査 を 進 め て き た フ ラ４

ヤーが その洵11』（13 °47'N.  146 °QO'E, Eg]  2) に お い て２

回の潜航調 査を行･3 た 。 その海||.lは グ アムの近 くにあ る

というこ とで， チ ャモロ7$|Li  (Chamorro Seamount)

と 命 名さ れ た。

＃280 潜 航(Patricia  Fryer, 赤 澤 克文，川臈丿格;  3,832

m-3,3G7m ）

ド レ フジ調査 で炭 酸塲 チ ムニ ー の破 片が 採 襲 さ れ た

チャモロ海II」の東lll』斜 面 の潜航調 在を 行 った。観察 さ れ

たのは，主 とし て蛇紋 岩の鰛と デブ リフ ローであり， 趙

垢Ji 性 の人 きな 岩魄 も合まれてい た。 この潜 航で この海

|||は 蛇 紋岩海|,||で あ る というこ とは 確認 で きたが， チ ム

ニ ーらしき ものは発 見されなか った。

＃281 潜 航 （Ｐａtrｊｃｉａ Ｆｒｙｅr， 鈴 木 晋一， 飯崎 一樹 ；

3.l37m-2.928m)

チ やモロ海IIIの 哨 上付近 の調査を行 った。 頂 上の下 の

平坦部に チ ムニ ーの活 動を期 待してい たが， 残念 ながら

その活動 は認めら れな か うた。 その 平川 部 の南 東部に蛇

紋7; の 泥 が隆起 してで き た高 さ約160m の 丘 があ る。 そ

の頂上付近 を調査 し たところ， 浮上予定 時問II‘｛|肖に 炭酸

塩 チ ムニ ーらしき ものを 発 見し，その破 片を採 集 した。

ア ルビ ン型の採水・ を111心 し て行-1 たか ， 時間 の都 合で

採水 作 業はできなか･, た。「し んかい6500 」離 底 の畤。パ

イロ･フト（鈴木）は3･-4 個 の｡1 枚11 を 確,唱し てい る。

（よ こ すか| 舳JI で 採 取 され た炭 酸 塩 チ ム＝ － の破 片

を割･ ）たところ， 内 部にlllい チＪ － ブワ ーム（直縄23
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図1 199S 年 ９ 月 に 火 行 さ れ た 「 よ こ す か 」1995 年 度 第 ６ 航 海 第 １レ グの航 跡 図。「 し ん か い6500/ よ こ す か 」 によ る マ リ ア

ナ 海 城 南 部 の 紺 航 お よ び 海 上 広 域 調 査 が 行 わ れ た

Ｆｉｇ.Ｉ Ship's 1 「'Ack ０１ the “Ｙｏｋｏsｕｋａ” Y95- ひ■6 cruise Leg l in September, 1995.  Diving surveys and ｓｕrｆａｃｅ

geophysical mapping ｏｆ the ｓｏｕlher ｎ Mariana Arc were carried out-

2剏

図 ２ 巾部マリアナ前弧のチャモロ洵111(13 °47'N, 146'°OO'E)

Fig. 2 Chamorro Scamounl a1 13 °-I7'N. 146°OO'E, in ｌｈｅ

ｓｏｕtｈｃrｎ Mariana Ａrｃ.

ｍ ｍ， 淡褐色 ） の小 さな畔災 が允 見さ れた。 サ ンプ ルの

内 部は 一 部分 黄緑 色 の ゼラ チ ン状 の物質 で 樋わ れ てお

ｈ　^  -  -h 夕1,ｇｉ･11-J* 1マjしド｀/1 が111rgl. か バ ク？II ア

図 ３ マ リ ア ナ海 溝 の 南 端 部 で あ る チ ャ レ ンジ ャ ー海 淵 の 陀 剛

MIlfliに 霧 出 し て い る と 推 定 さ れ て い る モ ホ 而 の琳 航 剥 査

Fis.  3 Diving survey 01 ihe ｓｕbmal･ ｉｎｃ ＭＱｈ０， which i ｓ

estimated １０ ｂｅ ｅχｐｏｓed on lhe lalld ｗａrｄ ｓIol》ｅ Ｑr

i  he C11allenger Deep,  l he Soｕ111erｎｍｏｓl pari of tｌｌｅ

Mariana  Trench.



マットと同様なものであると考えられる。

３．海底に露出する岩石学的モホの観察と海底

重力測定

1992 年の「しんかい6500」＃157 潜航において，東大

海洋研究所の石井はマりフナ海溝の南端部であるチャレ

ンジャ ー梅 淵柬 郎の陸側 斜面 の下部（11°44'N,

143°26.5’Ｅ）でマン｝ルカンラ冫岩（ハルッパジャイ

ト）を，その上部で地殻の最下郎の岩石（パイロキシナ

イト）を採取し．岩石学的モホが水深5,820m 付近の海

底に錺山していると推定した。この岩石学的モホの水平

分布を確認するとともに，その岩相 が表届だけのもので

はないことを海底の重力測定で釐紹するために， ２回 の

潜航を行13 た。

非282 潜航（石井輝秋, 小倉訓，立・ 学；6,490m-5,99?

ｍ）

非282 濡航は，岩石学的 モホの分布を 調べるために

チ ャレ ン ジャ ー海混|中央 部 の睦韶 斜面 【】l°38’Ｎ.

142°16‘Ｅ，図3 ）を調査したが， もｰ｡ぱら堆積岩が観察

された。このこ とIS，岩石学的 モホの露山は，チ ャレン

2印

図 ・ 「 し ん か い6500 」 の#283 潜 航 の 泳 匐 ． 同 毒157 榊 航 で 水濠5.820111 付 逝 に 諷 定 さ れ た 岩 石 学 的 モ ホli を 横 斯 す る 測 綟 に

沿 ，て． 爿点<R1-R り で 岩 石 を 採 収 Ｌ ，３ 点 （Gj･G3 ） で 海 雌 埀 力測 定 をlj･･うた

Ｆｊｇ.4 SI･ 「vcr lyack of llle "Shinkai 6500 ’ 癬283dXv ｉｎｇ， Ｒｏｃｋｓ were sampled ａ１ ４ stations ｛RI －R41arld gr ｉｖ｝ly ，･as

measured a1 3 stations lG 卜G3 ｝ａｌｏｎｇ ａ track ａｃrり５ｓ tle submarine Moho ｅｓｌｉｎｌｌｌｅｄ near lhe w 魯ler deplh ol

5,皀20m a  Tier lhe dive 115?.
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ジャー海洲の東部の陸側斜而に限定されていることを示

している。

＃283 潜航（藤本博巳，赤澤克文，吉梅剛；5,986m-

5β92m ）

＃283 潜航の目的は，＃157潜航の中間部分から潜航

調査を開始して。 推定された岩石学的 モホを岩石採集に

より再確認するとともに，そのモホ面を横断する海底重

力測定を行い， モホ面上下の密度構造を求めることであ

る。図 ４に示すように， ＃157 潜航とオーバーラフプし

て，４点で岩石を採取した。いずれも転石ではなく，それ

図5 1995 年 ９ 月 南 部 マ リア ナ 偏SI 貞 「 よ こ す か｣ 航 沌 に お け る 海 上 地 球 物 耙11観 測 の 測 楾 図

Ｆｉｇ.5 Ship's track r ｏr ｓＩrｌａｃｅ ｇｅｏｐｈyｓical s11｢vey during lhe Ｔ`ｏｋｏｓｌｋａ'TgS-a6 cruise in ｌｈｅ Southern ＭａrＸａｎａ

Ａrｃｉｎ Ｓｅｐｌｅ圖ber.1995.

図6 1992 年 お よ び1993 年 の Ｆよ こ す か 」 の 肌 海 に お い て 海|; 地 球 物 理 観 加 が 行 わ れ た海 域

Ｆｉｇ.6The area ｓ 01 ｓｕrrａｃｅ ｇｅｏｐｈysical s11r ｖｅy ｓ ｃａrrie（I Oil  I dｕI･illg ihe ’ＩＹｏｋｏｓｕka ’ ｃrｕiｓぞs in 1992 and 19 昿
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ぞ れその周りの斜而を構成して いる岩石と同じように見

え る岩石を採取した。 岩石採取の結果は予想とは少 し異

なっていた。水深5,958m と5.838m の扈点ではﾉヽルッ パ

ジャイト, 5,812m の地点でパ４ロ キシナイト，5,675m

の地点では下部地殻を構成するスピネルギャプロが採取

されるこ とを予想してい たが，採取 され た岩 石はすべ

て，薄い（＜１ｍｍ）マンガ ンクラストで観われたメタペ

りド タイト の角 礫で あ っ た。こ れらの岩 石の源岩は

ウｓ･。ジマ ント ル曲来のダナイトないしハルッバージャ

イトと考えられる。 今回探取された岩石はモホ而のすぐ

下にあ ることを示唆しているので
≫ 5,820m

付近にあ る

と推定された岩石学的 モホは。水深5,675m より少し浅

い場所にあると推定される。 ＃157 潜航の結果と少し異

なる結果が得られた原因を明らかにし， 海底に露出して

いるモホ面を確認するために。今回 の訓査を斜而上部に

延長する調査が疸要である。

爪力測定は，水深5,9a6m ，5,812m ，5,625m の３点で

行った。水深変化に対する重力変化の割合は，水深5,812

m より渊いところで0,119mgal/ ｍ，浅いところで0.13?

ｍｇａｌ/ｍ であり，斜面の下部の方がより高い密度であ る

ことを示唆している。 ただし測定の点数が少なく，’測線

もモホ面を横 切うてはいないようであるので，今後こ の

斜而の上部で哦力測定を追加するとともに， 海上の哦力

分布と海底地形のデ ータを合わせて，地下の密度構勉を

求める必要がある。

４．海上地隊物理観測

潜航調査の前後の時間を利用して，側 ５に示すような

測線に沿って海上の地球物jll観測を行 った。 実施された

観測項目は。マ ルチナローピー厶地形調査， 爪力，地磁

錨企磁力。地磁気３成分である。最,li‘の海洋地殻の断面

を観察で きるような場所を探して， 海涓海側（Ｈ °40’-

14°20’Ｎ）のj也髟凋査を行・ たが，適当な燭所 は見つか

らなか，た。得られた観測データを1992-93 年の地形観

測データ（IX16）と合わせることにより，南部マリアナ弧

の海底地形マ･。ピンクをjl めた。マリアナ海溝に伴う島

弧火|||活鋤はこれまでは グァムの西までしか確認されて

おらず， 南部における斜め沈み込みがその原因 と考えら

れていた。 しかし今1111の広域地球物理観測により， その

四

島弧火111活動はさらに西方に伸ぴていることが明らかに

な!3た。しかしこの調査も台岨接近のため中断せざるを

得なかったのは残念であった。現在1992-93 年の乗船研

究者と共同で，マりアナトラフ南端における背弧拡大活

勁と高弧火山活動に渭する磋究を進めており，今後もう

1-2 日の海上観測が1遭まれる。

５．お わ り に

チャモロ海山では２回目の潜航の最後の段階で炭酸塩

チムニーが発見されたが，残念ながら時間の都合でチム

ニーからめ採水はできなかった。小寺・有吉の努力で，

シロウトには鈿理だとさわれていたアルビン型の採水ｌ

を組立て，図人りのシロウト用組立マニａアルを作られ

たので。次回にはそのチムニーからの採水も瑚待でき

る。海底に露山するモホ・ を弛認する調査も今回は完結

せず，浅い方へ測線を延長すれば確認できそうであると

いう結果が得られた。海上の観測からも笊要な成果かJ駲

待されており。あと1-2 日の観測がli要である。今回の

調査を発展させることにより，これら３つの研究項目の

それぞれにおいてｍ要な成果が期待できる。

本調査航海が突行にあた･3ては。海洋科学技術セン

ター深淘研究部堀田宏部艮ほか関係各位の皀話になっ

た。戦後最人級と’ａ われた台風12 号のために１回の潜

航は取り止めとなったが，台風シーズンにもかかわらず

予定していた５回の潜航のうち８割が3･|･画逎り火行でき

たのは，「こんぴらさん」のおかげもあるが，井用正比占

指令を|まじめとする「しんかいチーム亅 と，湯川齒船長

をはじめとする「よこすか」乗絹口の働きによるところ

が人きい。記して感謝の忿を表したい。
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